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＜ 壁画実習ゼミ概要 ＞

◇◇◇◇日時日時日時日時：５日間コース：9月13日～9月17日（午前9時～12時 午後13時～17時）
＊3日間コース：9/13-15

◇◇◇◇場所場所場所場所：クレアーレ熱海ゆがわら工房
静岡県熱海市泉230-1 TEL0465-62-2034 FAX0465-62-2195

◇◇◇◇スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール：
9月13日（初日のみ１０時半～）

講義「パブリックアートとしての壁画表現」 中野竜志
講義「クレアーレのステンドグラスと陶板レリーフ」 天野功、大野健、中野竜志、望月直登
工房施設見学
講義「パブリックアートマネージメントの実際」 福井英夫、山崎洋子

9月14日～16日（９時～１７時） パブリックアート実習
9月17日（9時～15時） パブリックアート実習、全体講評（１５時～）

◇◇◇◇実習内容実習内容実習内容実習内容：：：：
制作中作品の工程の一部をステンドグラスか陶板のどちらかを選択し実習する
・ステンドグラス：宮城県の公共施設に設置予定作品のガラスカットと仮組
・陶板：愛知県の教育施設に設置予定作品の１/10マケット制作と1/1部分試作

◇◇◇◇実習授業実習授業実習授業実習授業イメージイメージイメージイメージ

◆◆◆◆おおおお問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先◆◆◆◆
株式会社NKB パブリックアート本部
〒100-0005 千代田区丸の内3-4-1新国際ビル
Tel:03-3215-5523 Fax:03-3215-8970
担当：坂田綾緒 a-sakata@nkb.co.jp
＊画像の素材提供も上記までお問い合わせください

1

ー 5555日間日間日間日間のののの壁画実習壁画実習壁画実習壁画実習ゼミゼミゼミゼミのののの授業授業授業授業をををを行行行行ないますないますないますないます ー

ガラスカット 1/1部分試作

ステンドグラス 陶板

1/10マケット制作仮組み
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クレアーレ熱海ゆがわら工房で、東京藝術大学大学院美術研究科絵画専攻壁画
研究分野壁画研究室の学生10名が5日間（もしくは3日間）の壁画実習ゼミを行な
います。このゼミは、正式な授業として導入する前の試験的なプレ実習ゼミです。
実習内容は、クレアーレ熱海ゆがわら工房がパブリックアートとして設置予定の
ステンドグラス・陶板作品の制作工程の一部を工房スタッフとともに制作します。
作品が設置される施設の性格や、建築との関わり、作家の描いた原画からパブ
リックアートへの翻訳作業など、クレアーレ熱海ゆがわら工房ならではの壁画実
習ゼミです。
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東京藝術大学大学院美術研究科東京藝術大学大学院美術研究科東京藝術大学大学院美術研究科東京藝術大学大学院美術研究科絵画専攻壁画研究分野絵画専攻壁画研究分野絵画専攻壁画研究分野絵画専攻壁画研究分野壁画研究室壁画研究室壁画研究室壁画研究室

壁画研究室の設立は1957年フレスコが油画実技として授業に採用された事に遡ります。1962年モザイク
実習が採用され、1969年壁画部門と日本画古典模写部門が合同し「壁画研究室」として独立します。
1972年ステンドグラスが油画授業に採用され、翌73年日本画古典模写部門が壁画研究室から分離し、
油画の一講座として体制が整い、現在に至ります。

壁画研究室はフレスコ・モザイク・ステンドグラスの専門的な教育・研究を担ってきた歴史があり、それは、
現在においても変わりません。建築物や住環境と一 体となって表現される古典技法は、壁画の基本理
念、技法・材料、表現を学ぶ上で不可欠であることから、油画1年次選択科目授業として行われており、
また、 多くの専門的な集中講義も開設されています。さらに現代社会に対応する新たな創作研究も重視
し、壁画表現における幅広い人材育成に取り組む教育・研究活動を行っています。

学長：宮田亮平
担当教授：工藤晴也

壁画研究室URL：http://galla.artscene.jp/
東京藝術大学URL: http://www.geidai.ac.jp/
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クレアーレクレアーレクレアーレクレアーレ熱海熱海熱海熱海ゆがわらゆがわらゆがわらゆがわら工房工房工房工房

クレアーレ熱海ゆがわら工房は、 1981年に開設されたステンドグラス・陶板を中心としたパブリックアート
の制作工房です。制作設置したパブリックアートは460点に及び、首都圏の駅を中心に全国各地の様々
な場所に設置されています。これまでに作品制作にご協力頂いた作家の方々 （大津英敏、佐野ぬい、
野見山暁治、日比野克彦、平山郁夫、宮田亮平、山本容子、他多数、敬称略五十音順）が幾度となく工
房を訪れています。

工房で制作されるステンドグラスは、ドイツ・ランベルツ社製の世界最高級手吹きガラスを用い、千年以
上の歴史を持つ古来からの伝統技術と、現代の特殊加工を加えた方法で、本場ドイツ・オランダから直
接技術指導を受けた熟練のマイスターが手作りで制作しています。

陶板レリーフは、常に工房オリジナルの陶土・釉薬を研究開発しており、釉薬の色数は5000色に及びま
す。アトリエには大小５つの焼成炉を備え、立体作品と見紛う陶板レリーフを制作し続けています。

クレアーレ熱海ゆがわら工房がステンドグラス・陶板を中心にパブリックアートを制作・設置・開発・研究を
行っているのは、ともに古来からの伝統的技法であるとともに、その美しい色が永久に退色することがない
からです。

また、パブリックアートの制作のみならず、その振興・普及活動、人材育成にも力を入れてきました。2000
年には、パブリックアートに関する専門委員会・特別委員会を発足し、運輸大臣、文化庁長官、経団連
会長、全国美術大学学長らに「パブリックアートの振興に関する提言」を提出しました。さらに優れた美大
生におくる奨学金制度「瀧富士美術賞」は2010年に31回目を迎えます。

＊「クレアーレ」はラテン語で“創造”を意味します。

株式会社NKB パブリックアート本部
クレアーレ熱海ゆがわら工房

クレアーレ熱海ゆがわら工房URL：http://crearejp.com/
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